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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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主
意
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一 

 



 

四 

国
道
二
九
八
号
線
が
予
定
ど
お
り
完
成
し
た
場
合
、
付
近
の
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う 

 
 

に
予
測
し
て
い
る
か
。 

三 

公
共
事
業
は
、
全
体
の
利
益
の
名
に
お
い
て
一
部
の
国
民
に
受
忍
を
強
要
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し 

 
 

て
政
策
的
に
救
済
の
方
途
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
を
承
り
た
い
。 

一 

国
道
二
九
八
号
線
は
、
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
。 

二 

該
道
路
の
果
た
す
べ
き
機
能
、
性
格
は
何
か
。 

 
ロ 

完
成
時
側
道
の
中
心
点
に
お
い
て
排
ガ
ス
（
Ｎ
Ｏ
Ｘ
値
）
は
住
宅
地
区
の
現
在
値
よ
り
い
く
ら
増
加
す
る 

 
 

イ 

完
成
時
直
近
の
家
屋
に
与
え
る
振
動
の
程
度
。 

国
道
二
九
八
号
線
に
関
し
て
次
の
点
に
つ
き
お
答
え
願
い
た
い
。 

国
道
二
九
八
号
線
工
事
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

か
。 

ハ 

ロ
の
地
点
に
お
い
て
騒
音
の
増
加
量
は
い
く
ら
か
。 

五 

本
工
事
に
よ
り
移
転
を
要
す
る
戸
数
は
二
、
一
〇
〇
戸
と
推
定
さ
れ
る
が
、
移
転
先
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。 

 

そ
の
場
所
、
規
模
等
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

地
上
の
建
物
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
完
全
地
下
構
造
と
す
る
工
法
は
現
在
の
技
術
に
よ
り
十
分
可
能
と 

 

思
う
が
ど
う
か
。 

現
在
供
用
し
て
い
る
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
道
路
は
ど
こ
か
。
そ
の
構
造
を
示
さ
れ
た
い
。 

七 

本
計
画
の
よ
う
に
、
全
く
の
新
設
道
路
を
、
大
都
市
の
中
心
部
を
貫
通
し
て
新
設
す
る
構
想
は
無
謀
と
思 

 
 

 

う
。
一
か
所
で
二
千
戸
以
上
の
移
転
を
伴
つ
た
新
設
工
事
を
例
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


